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上：昭和 61 年 8 月 5 日洪水の谷田川合流点の様子

下：冠水寸前の梁川町（現伊達市）広瀬橋付近の様子
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発刊にあたって

福島河川国道事務所　　　　　

　　事務所長　石井　宏明　

　阿武隈川流域に甚大な被害をもたらした「昭和61年８月５日洪水」から今年で

30年を迎えました。この間、地域の安全・安心を目指して抜本的な治水対策を実

施し、治水安全度の向上を図ってきたところであります。しかしながら、当時の

洪水による危機感はインフラの整備や水害経験者の高齢化などにより薄れゆく傾

向にあるとともに、昨今の異常気象や集中豪雨、爆弾低気圧によるゲリラ豪雨な

ど、日本列島は今までに類を見ない災害の形が増加し、洪水被害が多発している

なかで、地域防災力の向上などが求められております。

　このような状況の中で、過去の洪水を風化させず、後世に語り継いでいくこと

が重要であり、巡回パネル展や座談会などの各種取り組みを実施し、記録集に取

りまとめました。今後の地域住民の防災意識の向上、さらには治水事業への理解

と協力につながれば幸いと考えます。

　最後に、本取組にご協力いただいた福島県、関係市町村、（一社）東北地域づ

くり協会の皆様に厚く御礼を申し上げます。　　　　　　　　

平 成 29 年 １ 月　
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１．全体概要 

１：主旨 

 今年は阿武隈川上流全域で甚大な被害に遭った「昭和６１年８月５日洪水」から３０年目にあたる。３０年経った

現在もいまだ治水施設の整備は十分とは言えず、近年、局地的集中豪雨が多発、水害経験者の高齢化や水害を

経験していない世代もあり、洪水の恐ろしさが薄れゆく傾向にある。 

このような背景の中、忘れてはならない教訓として後世に語り継ぎ、今後の大規模出水時の避難等を含めた対

応について考えるきっかけづくりを目的としてパネル展などを実施した。 

 

２：主な取り組み内容 

①巡回パネル展 

 ・7/7～9/30 にかけ、阿武隈川上流沿川１０市町村の公共施設、駅、商業施設など、14 箇所で実施。 

 ・巡回パネル展にあわせ、パンフレットを作成、配付した。 

②災害対策車の展示 

 ・巡回パネル展に並行して、伊達市と本宮市で実施 

③座談会 

 ・10/5 に当時の関係者（被災者・消防団・行政）８名で実施 

④名刺・会議資料等へロゴマーク使用による周知 

 ・幹部の名刺や各種会議の次第等に、下図のようなロゴマークをつけ、話題提供することで周知した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「逃がす・防ぐ・取り戻す」とは】 

平成 28 年 9 月策定の『「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく阿武隈川上流の減災に係る取組方針』に基づき、今後 5 年間に阿武隈川上流

で発生しうる大規模水害に対し「逃がす・防ぐ・取り戻す」取組みを進めることで防災意識の向上、被害の最小化をめざす。 

※逃がす･･･流域住民が主体的に水害リスクを把握し、避難につながる住民目線のソフト対策が必要です。 

※防ぐ･･････地域の水防力向上を図り、氾濫被害の防止や軽減、堤防決壊を少しでも遅らせ避難のための時間を稼ぐことが必要です。 

※取り戻す･･大規模な浸水が長期に及んだ場合に、１日でも早く日常生活を取り戻すための対応が必要です。 
 

３：その他 

○本取り組みは、流域首長からなる「阿武隈川上流大規模氾濫時の減災対策協議会」での取り組みと位置付け、

阿武隈川上流直轄区間の沿川１０市町村及び福島県と連携して実施しました。 

○この取り組みにあたり、一般社団法人東北地域づくり協会から「みちのく国づくり支援事業」として支援・協力をいた

だきました。 

○本報告の詳細は下記ホームページでも公開しています 

（http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/abukuma_gensai/30torikumi.html） 

図：使用したロゴマークと活用例 
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２．巡回パネル展の開催 

１：巡回パネル展 

 昭和 61 年 8 月 5 日洪水による大規模災害発生から３０年の節目にあたり、水害の風化を防ぎ、あわせて地域住

民の防災意識の向上を目的に、公共施設等でパネル展を実施した。 

 パネル展は 7 月 7 日福島県庁を皮切りに、阿武隈川上流沿川全 10 市町村・14 ヶ所で開催した。 

市町村 開催場所 開催期間 

福島市 福島県庁 ２階渡り廊下 7 月 7 日～7 月 22 日 

郡山市 郡山市役所 庁舎内ギャラリー 7 月 12 日～7 月 29 日 

伊達市 伊達市役所 保原本庁舎シルクホール 7 月 22 日～8 月 1 日 

本宮市 本宮市民元気いきいき応援プラザ えぽか 7 月 22 日～8 月 9 日 

福島市 JR 福島駅 ２階東西連絡通路 7 月 29 日～8 月 9 日 

伊達市 伊達市役所 梁川分庁舎 8 月 1 日～8 月 17 日 

伊達市 ヨークベニマル梁川店 8 月 9 日～8 月 17 日 

二本松市 市民交流センター 8 月 9 日～8 月 23 日 

国見町 観月台文化センター 8 月 17 日～8 月 29 日 

大玉村 農業環境改善センター 8 月 23 日～9 月 2 日 

桑折町 桑折町役場 8 月 29 日～9 月 7 日 

玉川村 就農改善センター 9 月 2 日～9 月 15 日 

福島市 福島市子どもの夢を育む施設 こむこむ館 9 月 7 日～9 月 30 日 

須賀川市 中央公民館 9 月 15 日～9 月 30 日 

 

※使用したパネルは 28 ページ参照 

 

２：開催状況 

 

 

 

7 月 7 日 オープニングセレモニーでの挨拶 

石井事務所長(左)、前田土木部次長(右) 

(国土交通省)         (福島県) 

福島県庁 2 階渡り廊下での展示 
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須賀川市 中央公民館での展示       伊達市 梁川分庁舎での展示 

 

３：並行した取り組み 

●パンフレットの作成 

 昭和 61 年 8 月 5 日洪水の概要、その後の治水対策、最近の取り組みをまとめたパ

ンフレットを各巡回パネル展会場に設置した。 

※パンフレットの見本は 34 ページ参照 

 

●災害対策車の展示 

 巡回パネル展と並行して、下記の日程で災害対策車の展示を行った。 

 

１．開催場所  ① 伊達市 梁川分庁舎駐車場    

   ② 本宮市 本宮市民元気いきいき応援プラザ えぽか  

２．開催期間  ① 平成２８年８月４日（木）１０時～５日（金）１６時   

   ② 平成２８年８月５日（金）１０時～６日（土）１６時  

３．展示内容  ① 排水ポンプ車 30m3/min(高揚程)、照明車 各 1 台   

   ② 排水ポンプ車 30m3/min(高揚程)、照明車、対策本部車 各 1 台 

 

 

展示状況 

（左：伊達市、排水ポンプ車 30m3/min(高揚程)(前)、照明車(後)  右：本宮市、対策本部車） 
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３．座談会の開催 

１：概要 

目的   本座談会は、昭和 61 年 8 月 5 日洪水の記憶を風化させず、後世に語り継ぐことが大切であ

り、また、地域住民の防災意識を高めること、さらには治水事業の啓発を目的として開催した。 

開催日時 平成２８年１０月５日（水） １３：３０～１５：３０ 

開催場所 杉妻会館 ２階「芙蓉
ふ よ う

の間」 

 

２：参加者 

 

氏 名 当時のお住まい 
ご職業等 

（上段：当時、下段：現在） 

佐藤
さ と う

 昭
しょう

治
じ

氏 伊達市（旧梁川町）在住 
梁川町役場職員 

伊達市社会福祉協議会会長 

金子
か ね こ

 三男
み つ お

氏 伊達市（旧梁川町）在住 
被災者（自営業） 

自営業 

渡辺
わたなべ

 之
ゆ き

忠
た だ

氏 福島市在住 
福島市消防団団員 

自営業 

國分
こ く ぶ ん

 良
よ し

修
のぶ

氏 本宮市（旧本宮町）在住 
本宮町消防団団員 

自営業 

降矢
ふ る や

  正
ただし

氏 郡山市在住 
被災者（郡山市役所職員） 

町内会会長 

村上
むらかみ

 一郎
い ち ろ う

氏 郡山市在住 
郡山市役所職員 

郡山市役所職員 

中沢
なかざわ

 重一
し げ か ず

氏 二本松市在住 
福島河川国道事務所職員 

防災エキスパート 

石井
い し い

 宏明
ひ ろ あ き

 
 

 

－ 

福島河川国道事務所長 

 

 司会  ：佐藤
さ と う

 勝美
か つ み

 福島河川国道事務所 副所長（河川） 

 事務局 ：中野
な か の

 孝
たかし

 福島河川国道事務所 建設専門官 
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３：座談会 

注：座談会で使用した説明資料は下記ホームページで公開しています 

（http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/abukuma_gensai/30torikumi.html） 

 

司会 ただいまより、昭和 61年８月５日洪

水から節目の 30 年座談会を開催します。本

日司会を務めます、福島河川国道事務所、

河川担当副所長佐藤です。よろしくお願い

します。 

 座談会に入る前に、配布資料の確認です。

次第、続きまして資料１、資料２、合わせ

て３セットお配りをしております。 

 それでは、開催の前に、本日録画・録音

をさせていただいております。最終的に取

りまとめをさせていただいて、広く広報に

活用させていただく予定ですので、皆様方

のご理解を賜ればと思います。 

 まずは挨拶を福島河川国道事務所長石井

から行います。 

石井 福島河川国道事務所長の石井です。

本日はお忙しい中、本座談会にお集まりい

ただきまして大変ありがとうございます。

また、日頃から国土交通行政に対しまして

ご協力とご理解をいただいており、改めて

御礼を申し上げたいと思います。 

 今回の座談会は、戦後最大の洪水である

昭和 61 年８月５日洪水から 30 年という節

目で開催させていただくことにしました。

30 年が経ち、世代も変わりつつあり、どう

しても洪水の記憶も薄れてしまうことに危

惧しているところでございます。そういっ

た中で、当時を知る方々のお話を伺って、

また地域の方の意識を高めていきたいとい

うことがございます。 

 もう１点は、単に 30 年ということだけで

はなくて、近年の水害のリスクの高まりも

開催の背景になっています。全国的にも集

中豪雨の回数・頻度が高まっておりますし、

直近だけ見ましても、昨年は関東・東北豪

雨があり、今年も岩手県岩泉町で大きな被

害が出ている状況でございます。阿武隈川

でも、８月２日に集中豪雨があり、その後

台風も７号、９号、11 号、15 号と発生して

おり、非常に水害に対する危機感・緊張感

のあるというところでございます。そうい

った時期に本座談会が開催できるというの

は、非常に大きな意義があると思っており

ます。今回、皆様方の経験を伺って、また

当時を踏まえた形で今後のお話も頂いて、

我々も今後の参考に進めていきたいと思っ

ておりますので、本日はどうぞよろしくお

願いいたします。 

司会 それでは次第に基づきまして、「昭和

61 年８月洪水の概要」に移らせていただき

ますが、ご出席の皆様方の紹介については、

後ほど自己紹介を兼ねてお話を頂くことで

考えておりますので、配布資料の名簿で代

えさせていただければと思います。 

 ただいまより事務局から、パワーポイン

トを使いながら、当時を思い起こしていた

だくということ、或いは最後の方では、伊

達市さんでとりまとめた映像を、今回少し

編集をさせていただいた動画により、当時
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を振り返っていただきたいと考えておりま

す。 

事務局 福島河川国道事務所建設専門官の

中野です。どうぞよろしくお願いします。 

 昭和 61 年８月５日洪水についてですが、

４日の夜から５日朝にかけて、台風 10 号崩

れの温帯低気圧が関東から東北の各地に記

録的な豪雨をもたらした洪水でありました。

福島県内では吾妻山系で 400 ミリ、福島観

測所では、明治 22 年の開設以来最大の豪雨

264 ミリを記録した洪水です。その豪雨に

より阿武隈川では須賀川観測所、郡山市の

阿久津観測所で計画高水位を超えた洪水と

なりました。国の管理区間では、伊達市を

流れる支川広瀬川で２ヶ所の破堤、県管理

河川では郡山市を流れます逢瀬川、谷田川

で破堤するなど、各地で甚大な被害が発生

しております。 

 この大雨による各地の被害は、福島県阿

武隈川流域で死者３名、住家の全半壊 56 棟、

床上・床下浸水、約 14,000 戸あまりが被害

を受けております。次ページが当時の４日

から５日にかけて降った雨の等量線図にな

っております（図１）。250 ミリのところを赤

いラインで囲ってあります。赤いラインの

内側が 250 ミリを超えている範囲、福島の

264 ミリというところを含めて、吾妻山で

最高で 400 ミリ程度、白河や県内の上流域

や阿武隈高地側でも 250 ミリを超えるよう

な雨が降っております。 

 資料の３ページに時間あたりの降雨と、

伊達市にある伏黒観測所の水位流量曲線を

つけています（図２）。最近は局地的豪雨、或

いはゲリラ豪雨といわれる、時間 50ミリを

超えるような激しい雨が頻繁に発生してお

りますが、この昭和 61 年洪水については、

時間雨量で一番多くて１時間あたり 36.5

ミリと、最近の雨の降り方としてはそれほ

ど大きくはありません。しかし、総雨量で

は阿武隈川流域全体にまんべんなく 200 ミ

リから 300 ミリという雨が降ったという点

が、昭和 61年洪水の降雨の特徴となってお

ります。この雨を受け、阿武隈川では５日

未明から水位が上昇してきております。当

然市町村、場所によって違いますが、この

伏黒観測所では５日の４時に水防団の出動

ということで、水防警報の発令をしており

ます。８時で水位のピークを迎えまして、

伏黒観測所で 5.2ｍ、雨のピークが過ぎて

３、４時間経ってからです。この８時の水

位ピーク時に広瀬川の舟場地区で１箇所堤

防決壊が発生しました。その後ピークが若

干過ぎた 11 時頃、広瀬川の町裏地区で２箇

所目の破堤をしております。 

 次ページが昭和 61 年の阿武隈川上流で

の浸水エリア、浸水状況の写真を示したも

図 1 8.5 水害時の等雨量線図 
図 2 伏黒水位観測所の水位曲線および

福島地点の降雨量変化 
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のです。広瀬川の浸水エリアを表示した写

真に、国の区間で破堤した２箇所を赤色の

「×」で示しています。 

 次ページが本宮市、二本松市周辺の国管

理区間の氾濫エリアで、ここもかなりのエ

リアで浸水被害が発生しております。次ペ

ージに、郡山市から須賀川市にかけての氾

濫エリアを表示した図面写真になっており

ます。ここでも支川の逢瀬川と谷田川の所

に赤色の「×」が２箇所つけてあります。

ここが破堤被害が生じた箇所です。 

 続きまして、当時の映像をご覧いただき

たいと思います。これは伊達市旧梁川町で

撮影・編集されたものをお借りして、２分

ほどに短く編集したものです。これは支川

広瀬川の洪水状況になっております。もう

橋桁ぎりぎりまで増水しています。これが

８月５日の朝の阿武隈川本川になります。

ここが舟場地区の破堤した所で、水が入っ

てきています。こういった状況で、各地で

浸水被害が発生しておりました。ここが舟

場地区で堤防を越水して、裏法からだんだ

ん堤防が欠けていき、破堤してしまった状

況です。破堤した箇所から水が勢いよく町

中の方へ流れて入ってきているのが見てと

れます。これは一面、１階部分が水没して

しまうような浸水被害が生じてしまった市

街地の状況になります。避難が若干遅れた

方達も腰まで水に浸かりながら歩いて避難

されておりました。今回の映像にはありま

せんが、舟で救出されたというような状況

なども、かなり記録として残っております。 

 支川広瀬川は、当時はパラペットという

コンクリートの壁を立てた堤防でしたが、

計画高水位よりも低い堤防でした。ここを

越水し、かなりの浸水被害が生じてしまい

ました。今映っていた黄色い看板の所が、

本日参加していただいております金子さん

のお店です。 

 今、見ていただいた映像は伊達市旧梁川

町の映像ですが、当時の状況としましては

福島市南町地区、あるいは本宮市、郡山市

などでも同じような状況が発生していると

いう出水でした。 

司会 それではこれより座談会に入らせて

いただきます。ここからは、座長を当事務

所の所長であります石井が務めさせていた

だきます。 

座長 それで

は私の方で座

長という形で

進めさせてい

ただきます。

座談会の進め

方ですが、二

部構成という

ことで、前半に当時の状況などについて皆

様にご発言頂き、途中事務局からの説明を

挟みまして、今後の水害対応についてのご

意見等という二部構成でやらせていただき

ます。それでは順番に、簡単な自己紹介の

後に、当時の状況について皆様からお話を

頂きたいと思います。だいたい一人３分程

度でお願いします。 

 それでは私の自己紹介からはじめさせて

頂きます。この４月に福島河川国道事務所

の所長で参りました石井と申します。福島

県の勤務は初めてで、出身は埼玉県になり

ますが、利根川の近くが地元です。これか

ら順番に自己紹介と当時の話をお願いいた

します。 

 では村上さんからお願いします。 

  

石井 宏明 
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村上 村上

一郎と申し

ます。私は

郡山市役所

に勤務して

おり、入っ

たのは昭和

55 年にな

ります。昭

和 55 年と

いいますと、12 月 24 日に記録的な豪雪が

ありまして、県内では木が倒れ停電になり

ました。私は、当時、水道局に職員として

いました。停電により断水となったために、

自衛隊と一緒に水を配っておりまして、家

に帰れたのは 12 月 31 日だったという事が

あった年でした。 

昭和 61 年の時は、下水道管理を担当して

おりました。８月５日の朝方に、逢瀬川近

くの現場に向かいました。現場に着くとす

ぐ「今、どこにいる」との無線が入りまし

た。「富久山町に来ました」と応答すると、

「堤防が切れている。大丈夫か」との連絡

が入りました。実は、その時、堤防が切れ

た箇所から 500ｍのところにいたものです

から、もう少し逃げるのが遅ければ「助け

て下さい」という状況になっていたと思い

ます。 

私事ではございますが、昭和 61 年８月５

日洪水のすぐ後の９月に長男が生まれまし

た。一番下の子は、平成 10 年に生まれたの

ですが、その年の８月にも大きな水害がご

ざいました。うちの子供たちは、大きな災

害の年に誕生しておりますので、私も当時

の記憶がはっきり残っているところでござ

います。私は、市役所に務めて 37 年になり、

防災関係の仕事に携わる職が多かったので

すが、最初の大きな災害がこの 8.5 水害で

した。その後も多くの災害を経験する一方、

火山等を含めて、６回ほどハザードマップ

を作らせていただきました。 

そのようなことから、この座談会の中で、

ハードと、避難等のソフトの両面につきま

して、経験をもとにお話ししていきたいと

思います。 

 簡単ではございますが、これで自己紹介

とさせていただきます。 

降矢 私は郡山市の水門町に住んでおりま

す。水害当時は郡山市役所総務課の職員係

におりました。５日の朝４時頃起きたら、

一部が水害になっている状況でした。先ほ

ど事務局から説明がありましたように、町

内の状況を含めて説明させていただきます。

平成 22 年から水門町の町内会長を仰せつ

かっていますので、その辺を含めて、もし

かして隣の部長が「ここは違うんじゃない

か」とかあるかも分かりませんが、説明さ

せていただきたいと思います。 

 私どもの地区は、ちょうど郡山駅から東

に２キロの地域にございます。西側に今お

話に出ていますように阿武隈川、東側に阿

武隈川の支川の谷田川と、大滝根川、ご承

知のように上流に三春ダムも控えておりま

す。かなりの台風とか大雨になりますと、

陸の孤島になる所です。世帯は去年の国勢

調査で約 690 世帯ございます。水害当時は

300 世帯で、殆どが町会に入っており、目

に見える所でしたが、今も町会の数は 300

ちょっとで増えておりません。増えている

要素は殆どが集合住宅で、もともと町内に

住む方というよりは、転勤族が住んでいる

状況です。それで水門町、隣の南側に中央

工業団地、一番被害が大きかった工業団地

を控えておりましたので、その辺を説明さ

村上 一郎さん 
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せていただきたいと思います。 

 ご承知のように、台風 10 号崩れで温帯低

気圧により記録的な豪雨になっております。

８月４日から５日にかけて、５日の午前中

だったと思うのですが、集中水害になりま

した。市内を流れる阿武隈川の支流の谷田

川など各所において、堤防が破れ、越水し

大水害となったのが現状です。５日の６時

20 分頃だと思うのですが、谷田川左岸の大

河原、これは工業団地と水門町地内の一部

から越水が始まりまして、９時頃は上流の

田村町という地域があるのですが、この上

行合の大橋の下流、約 20ｍの堤防が決壊し

ました。その氾濫水は一番被害が多かった

中央工業団地。そして水門町を押さえ、そ

の浸水結果は、浸水面積約 242 ヘクタール。

浸水した宅地等を含めると 340 万㎡位の宅

地になります。水門町地区は特に一番低い

所なので、３ｍ以上の浸水になり、１階の

殆どが被害を受けております。300 世帯の

中で１軒だけが無事でした。そこが現地の

対策本部になった経過もございます。 

この原因というのは、私素人なんですが、

以前に両岸谷田川と大原地区における堤防

が 1928 年の昭和３年から 34 年までかかっ

て作られた旧堤防なんです。これは多分ご

承知だと思いますが、浸水した地域は阿武

隈川の旧河川の一番低い所だったんです。 

これが当時は飛行場の跡でした。また谷

田川の洪水のピークも、観測所の約 200ｍ

程度下流が破壊したため、時刻が定かでは

ないんですが、水の流れは殆ど変わりなく、

破堤したのは夜 10 時頃だったと思います。

水害の概要はそういうことです。 

渡辺 渡辺之忠です。元福島市消防団員で

した。私は第五分団といって福島の南側、

ちょうど阿武隈川の三角州、南町、清明町、

柳町の町会を担当しておりましたが、この

南町地区は洪水の常習地区とでも申しまし

ょうか、三角州のために低めにありますの

で、水害が発生しやすい所です。お陰様で

福島市は、阿武隈川の堤防はかなり堅固な

ものを作っていただいておりますので、堤

防破堤という心配はほぼないのですが、雨

がひどいことから私達も地域住民に警戒し

て避難の準備をしてもらうため、４日の夜

から５日の早朝にかけてパトロール広報を

していました。 

そして、５日の朝４時頃からものすごい

水量で、この写真にもある通り、南町地区

はほぼ全滅です。先ほどもおっしゃったよ

うに水位は４ｍ、深い所では５ｍという水

位だったと思います。殆ど屋根まですっぽ

りと入っておりました。それで私達が広報

したにも関わらず「目覚めたら手が冷たか

った」といって、市に苦情を言う町民が大

勢いました。と同時に、私達も避難が遅れ

た住民が約 400 人ちょっといらっしゃった

ので、その方達を救出する方法を考えてい

ましたら、たまたま自衛隊さんがボートを

持って応援に来ていただいたので、400 人

の方々を無事に搬送できました。後ほど自

衛隊を無断で出動させたために、私大変各

方面から叱られまして、時効になったと思

いますので今申し上げます。 

降矢 正さん 
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 南町とい

うのは水害

常襲地のた

めに、当時か

ら町内活動

が大変しっ

かりしてお

りまして、水

害の時に高齢者、避難が容易でない方々を

早く避難させるべく、そういった役員さん

が団結してやっておりました。もちろん私

も入って消防本部のご理解を得て、救急車

で寝たきりとか高齢者の方を病院の協力を

得て搬送したんですけども、水害が終わっ

たら今度は帰りの足どうするんだと、タク

シー代出せという話をいただきまして、

我々にはそういう出す手段が無いので、困

った経験もございます。簡単ですが、大変

大きな水害でありました。 

国分 本宮市

在住の国分良

修です。今年３

月まで本宮市

の消防団長を

務めさせてい

ただきました。 

当時私 20 代

後半、分団では中堅になろうかという７年

目ぐらいの年だったと思うんですが、この

水害に遭いました。それで旧本宮町、皆さ

んもご存じのように町内に安達太良川が通

っております。阿武隈川に接する安達太良

川には当時合流点に水門がございまして、

その水門を閉めるという状況がありました。

当然内水により安達太良川の水が町内に越

水しました。必死に私達も法面の漏水して

いる部分に土嚢を積んだりいろいろしたん

ですが、最終的には越水して町の中へとい

うことになりました。東側につきましては、

言葉はあまりよろしくないですが、暗黙の

了解で遊水地という考えもありましたので、

東側高木地区については例年といいますか、

洪水の時には遊水地の役割を果たしている

状況でありました。その時の私の気持ちは、

入団７年目の団員ですので、初めての経験

であり、阿武隈川の水がパラペットより表

面張力で盛り上がって流れてくる状況を初

めて見ました。その時、まさしくすごい状

況だったなと、今さらながらに感じるとこ

ろです。 

金子 金子三

男と申します。

伊達市梁川町

で 中 華 料 理

「ちんめん」

という店を創

業以来 48 年

間頑張ってま

す。まだ現役

でございます。

さっき映りました私の店の看板が 8.5 水害

の時に一番目立ちまして、このたびもＮＨ

Ｋの記者の方がうちの店に食べに来て、カ

ウンターの前に座って「水害どうでした」

なんて言うから、いろいろ話したら、「じゃ

テレビにちょっと出演お願いします」なん

て、ＮＨＫのニュースでちょっと映して説

明させてもらいました。 

私は店が広瀬橋のたもとで、自宅は離れ

ていて伊達町の箱崎なんですけど、店にも

泊まれるんですが、その日は自宅におりま

して近所の方から電話をいただいてびっく

りして、店に駆けつけたんです。女房と２

人で長靴履いてバケツを持って、店に向か

國分 良修さん 

金子 三男さん 

渡辺 之忠さん 
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いました。そして広瀬橋が渡れなくて上の

観音橋という小さい橋、そこが何とか渡れ

て、やっと店にたどり着いたんですけど、

店はもう軒下まで水いっぱいで、やっと２

階の窓から入って階段から下りて店を見た

時は、もう冷蔵庫は浮いているしテーブル

も全部浮いている。初めて経験して６畳の

部屋の畳が、そっくりテーブルが上がった

まま浮いていて、あれにはびっくりしまし

た。もうどうしようもなくて、諦めて水が

引かないとどうしようもないと思って家に

帰りました。あの時は水の量はすごかった

です。 

佐藤 佐藤昭治と申します。当時梁川町の

対策本部の指揮官を務めさせていただきま

した。朝の６時から午後２時半までノンス

トップで、水害の状況の中で、対策本部の

全軍団を指揮する場合の厳しさといいます

か、頭が混乱するぐらいでした。本番です

から。先ほどのお話にもありましたように、

あの時の洪水の驚きといいますか、それを

若干冒頭に申し上げてみたいと思います。

先ほどご説明いただいた内容とちょっとず

れますけども、本番の梁川町の分析なので、

誤解のないようにお聞き取りいただきたい

と思います。 

 まず朝の５

時から６時の

間に、１時間

に１ｍ４㎝上

昇。次も６時

から７時でま

た１ｍ上昇。

その後 30 分

で 50㎝上昇ですから、２時間半で２ｍ50cm

上昇と驚異的な記録でした。私も役場に奉

職して 30 回ぐらいの水害を体験していま

すが、異常な降雨量であったということで

す。旧梁川町は、阿武隈川の最北端、福島

県の一番下流ですから、梁川橋の流下断面

で引き受ける水は毎秒 7800m3/s です。それ

でなぜそうなったのかというのは、昭和 61

年８月５日洪水時の温帯性低気圧は、阿武

隈流域全体に雨を降らせ、白河、阿久津、

本宮云々の水位で見ますと、異常な上昇で

した。対策本部は第１次体制を１時に発し

たんですが、３時過ぎあたりに上流の水位

情報がどんどん入ってくるんですよ。今ま

で体験したことのない、危険水位に達して

おりますので、これは穏やかではないとい

うことで、３時 55 分には第２次体制、第３

次体制を同時に発令し、体制を整え６時 58

分に舟場、塩野川避難命令発令しましたが、

舟場堤防が越流７時 40分、８時に決壊しま

した。続いて町裏が 10 時 56 分越水、決壊

が 11 時 20 分ですから、越流して決壊する

まで 10 分から 20 分きりもたないんです。

防災活動、防止対策は時間的に不可能でし

た。記録的豪雨によって、未曾有の甚大な

洪水冠水大災害となったのであります。避

難の仕方は普通の伝達では間に合いません。

ああいう有事の場合に一番いいのは、半鐘

か消防車のサイレンでびっくりさせるとい

うことです。なぜかというと、サッシ戸で

すからテレビを着けていると殆ど一般の広

報の「避難して下さい」では通用しなかっ

たということを痛感しております。 

それから今日はお呼びいただいたので、

あれ以来十何年間、新生梁川町を作ってい

ただいたのは、禍転じてと言うと申し訳な

いですけども、あの激特事業があって、皆

さんのお世話になったからこそ、旧梁川町

の水光る今の姿があるものと、深く感謝し

ております。当時を今日しばらくぶりに思

佐藤 昭治さん 
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い出して見たいと思っております。間もな

く八十路の坂を上る年代ですから、今日一

番年配なのかなと思って、喜んで参加させ

ていただきました。よろしくお願いいたし

ます。 

中沢  中沢

と申します。

私は昭和 45

年に当時の

建設省福島

工事事務所

に採用され

まして、その

後も４回ほ

ど福島の事務所に勤務させていただきまし

て、この 8.5 水害の時はちょうど 10 年ぶり

の７月に福島の調査課に戻ってきた直後に

起きた水害で、被害の状況は皆様方が話し

て下さったように、個人的には本当にとん

でもない事態に巻き込まれたなというのが

実感でございます。中でも一番記憶に残る

のは、やはり広瀬川の激特事業、また南町

の内水排水事業と、これらの対策の事業に

携わったということが一番記憶に残ること

でございました。 

その後も平成の大改修やら二本松の治水

対策や、梁川の狭隘地区の治水対策等を担

当させていただきました。私個人、役所生

活の半分以上を阿武隈川の事業に関わろう

とは思ってもいなかったんですが、生まれ

も育ちも二本松なものですから、非常に阿

武隈川に縁の深いところだということでこ

れらに携われたという事を誇りに思ってい

ます。現在は東北地方防災エキスパートの

他、水防専門家として、今後も阿武隈川の

防災・減災に役立っていきたいと思ってお

るところでございます。今後もよろしくお

願いいたします。 

座長 ありがとうございました。自己紹介

を兼ねて、当時の状況について皆さんにお

話をしていただきました。当時の被害の状

況ですとか、生々しい洪水時の状況がよく

わかりました。それぞれ皆さん市役所だっ

たり水防団だったり、立場は異なるわけで

すけども、次にご発言頂きたい内容として

は、当時情報伝達の面でどうだったかとい

うので、良かった所、悪かった所があるか

と思いますが、当時の発災した時の情報伝

達の部分で少し絞って、ご経験をお話し頂

けるとありがたいと思っています。それで

は、市の職員の立場という関係で、村上さ

んからご発言頂けるとありがたいです。 

村上 私は、当時、市役所に入ったばかり

で、まだ若かったものですから、水害史を

作った時の代表であられます隣の降矢さん

のほうが大変詳しいと思いますが、反省も

含めて話します。 

郡山市は、それまでは年間降水量が

1,000mm ちょっとくらいであり、戦後、水

害はそれほどありませんでした。このため、

職員も住民の方々も災害を経験してこなか

ったため、どうしたらよいかがわからない

状態にありました。職員の動きも防災計画

書にはあったのですが、住民の方々に情報

を伝達するのが遅かったなど、残念ながら

不満足な結果となってしまいました。 

当時の細かい状況は、降矢さんにお願い

したいと思います。 

座長 続きまして降矢さん、お願いいたし

ます。 

降矢 被災者である立場からすれば、まず

災害対策本部で、前に設置したのが、昭和

16 年の大災害以降なものですから、その経

験者が殆どゼロに近い。職員も経験ゼロで

  

中沢 重一さん 
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した。なおさら水害になろうとする区域の

方も、極端に言えば隣に水が上がってきて

もあまり感じないような、これはうちの地

区としてですが、だいたい朝４時頃から次

の日まであったんですが、よその所を見て

「ああ、うちも来たな」といって泳ぎなが

ら、荷物を出すような状況だったので、ま

ず被害に遭ったために何をしようかがまず

理解できなかったと思います。具体的に言

いますと、５日の午後４時が初めて災害対

策本部設立です。これは立場から言えば本

当はお話ししたくないですが、現地対策本

部は一番被害の多かった水門町くらいしか

置かなかったと思います。これも排水とい

うか、堤防を切ったり自衛隊等の専用の機

械等で排水した後なんです。極端に言えば

何もできなかったということです。 

あともう一つは、通常ですと市町村の災

害対策本部から退去命令とか避難命令が出

ますが、水門町に限れば、警察の方から退

去命令なんです。その当時は屋根に上がっ

たり、水に浸かったりして避難を待つ人が

かなりおりました。救助に１日半くらいか

かっております。排水は８月 12 日までかか

りました。水が引けるということで、谷田

川の堤防がやっと県の了解を頂いて切った

のが６日だったので、それから一番低い所、

十貫川の飛行場跡という所が一番低いんで

す。ここの水引けるのが、最終的には 12日

の５時までかかりました。これも自衛隊、

警察の出動を受けてですので、あの辺に工

業団地がありましたので、そういう状態で

す。たぶんうちが一番長く水に浸かってい

たと思うんです。そういう経過がございま

す。 

座長 渡辺さん、あとで別の質問をしたい

と思いますので、続けて国分さんお願いし

ます。 

国分 私は先ほど言いましたように、伝達

方法等については消防団活動をしておりま

したので、私達については移動無線で逐次

情報を得ていたということになります。た

だ住民の方については、旧本宮町について

は大サイレンというのがありまして、火災、

そして水害等に被害が甚大になる時に全域

に聞こえる大きなサイレンがあるんですが、

そのサイレン等での吹鳴等ぐらいしか当時

はなかったのかなと考えております。 

現在市役所の方から当時の資料を私も

色々頂いたんですが、市役所の中でも旧本

宮町の中でも、いろんな出来事に対処する

のに精一杯だったというような記録が残っ

ているのを拝見いたしました。私自身とし

ては、当時については水防団活動としてや

っていましたので、伝達方法等につきまし

ては、そのぐらいしか私は理解しておりま

せん。 

座長 ありがとうございます。金子さんと

渡辺さんには後ほど避難の状況等をちょっ

とお聞きしたいと思いますので、先に佐藤

さんの方で当時の対策本部で指揮をとられ

たというところも含めまして、情報伝達の

面で少し補足をしていただければと思いま

す。 

佐藤 実は昭和 55 年に、県会議長を辞めた

後に衆望を担って梁川の町長となった池田
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町長が、昭和 27年洪水時に船場の決壊場所

の堤防上に立って、天端すれすれの洪水位

を視察した折、災害時の現状報告は２人体

制で行っておったため、今の時代何をして

いるのかとお叱りを受け、訓令で昭和 58年

７月 15 日に職員防災活動要綱を制定、そし

て 15 キロ飛ぶ防災無線を 67 台設置し整備

しました。そして毎年訓練を実施しており

ましたので、瞬時の対応ができたものと思

っております。 

 先程申し上げましたが、堤防決壊時の緊

急避難広報車のマイクの広報は余り効果が

ありませんでした。半鐘の連打と、消防車

のサイレンは効果がありました。何といっ

ても戸別訪問で自主防災会、職員、消防団、

福祉関係者の人海作戦が大事であると痛感

いたしました。 

座長 ありがとうございます。情報伝達の

観点で、色々当時課題もあったというとこ

ろが分かったと思います。それについてま

た後半の方で、今後のあり方をもう少し重

ねて議論したいと思います。 

 今、佐藤さんから避難のお話も出ており

ましたが、情報伝達の次に避難の状況につ

いて、金子さんからは実際お店が浸かって

避難をされていた経験や、周りの方々の様

子などをちょっとお話ししていただければ

と思います。渡辺さんからは、先ほど自衛

隊の出動要請の話や救急車のお話とか、た

くさんの方々を避難させた際のお話を、も

う少し詳しく頂きたいと思います。 

渡辺 自分達で避難しようという意識を持

たせるのは、なかなか難しいですし、やは

りどうしてもよその人と一緒という感じで

す。自分達の命は自分達で守るというのが

基本だろうと思っているのですが、避難は

誰かが避難させてくれると思っています。

緊急時になりますと行政も人の個人的な避

難まで手伝っていることができませんので、

やはり地元の消防団とか、あるいは防災活

動をしている方の手を借りるような形にな

ると思いますが、なかなか号令かけても右

向く人が少ないような気もしていました。

実際避難がどうにもならなくて、市に電話

して本部から出動してきてボート出したら、

「俺ら何遍も言ったんだから手伝うな」と

言いたいくらいのことを思っていました。

あと高齢者や寝たきりのような方を避難さ

せる場合には、やはりその家庭ではどうに

もなりませんのでどうしても公的な力が必

要になってきます。私の場合は、消防本部

のご理解があって救急車を出動し、サイレ

ンを鳴らさないで搬送をしてもらったとい

う経過がございました。それで避難したま

ではいいんですが、洪水が終わって帰る段

階になると、「連れてきたんだから送って帰

れ」という方がおりまして、これには困り

ました。南町の町会さんには「何とかお前

らでやれよ」ということで、結果はよく存

じ上げていませんが、避難はなかなか難し

いなということです。 

そして福島の場合は勿論どこも同じです

けど、災害経験があまりなかったものです

から、行政も我々も、避難とか或いはそう

いう方法がなかなかスムーズにできなかっ

たことなど、反省する点はいっぱいありま

す。今度だんだんこういうものに慣れてい
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くということは、あまりよろしいことでは

ないですが、やはり２、３回経験しますと

もう少しスムーズな活動もできたのではな

いかと思っております。 

金子 先ほど述べました、店と住まいが別

なものですから、水が入る状況が全然記憶

にないんですよ。危機感は全然感じなくて

来て驚いた、水が入っていてびっくりした、

私の水害の記憶はその程度なんです。だか

ら無責任なようだけれども、みんな住んで

いる人達は大変だったでしょう。水が入っ

てきた時は、私は店にいなかったので、入

った後の状態だけが記憶にあります。 

座長 近所の方の状況は。 

金子 近所の方はみんな住んでいますから。

でもうちが一番あの辺では上まで水が入っ

たんです。ちょうど低い所にあったから。

普通は床上やはり１ｍ位はみんな入ったん

ですけども、私の店の場合には、そばで錦

鯉のすごいのがいっぱい泳いでいました。 

佐藤 金子さんの所は排水の樋管がある所

ですから一番低いんです。恐らく家には入

れなかったでしょう。 

金子 はい、店には１階から入れないので、

やっと２階に上がって、２階の窓から入っ

て初めて中の状況が分かったんです。 

 まだ堤防が決壊しない最初のうちは、み

んながうちの店に来て見て「うわー入った

ね、入ったね」と言っていました。その後

ですよ、決壊してみんなぜんぶ商店街一面

が水浸しになっちゃったのは。 

佐藤 パラペットの越流している所は恐ら

く金子さんの脇のパラペットです。 

金子 あふれ出るようにパラペットを越流

したから、すーっと水がだんだん増してい

って、全部家具からテーブルから、冷蔵庫

から浮いていき、その後は周りが全部水浸

しになっていきました。 

座長 ありがとうございました。先ほど降

矢さんから、破堤の後の排水に時間がかか

ったというお話がありましたが、水防活動

をする上での機材などの面で、当時の様子

や難しかった面などについてお話いただき

たいと思います。最初に降矢さんから排水

活動の関係をお話し頂いて、それ以降はど

なたか続けてご発言頂ければと思います。 

降矢 現実に見たのが自分の地区である、

水門町管内と工業団地だったんですが、

100％自衛隊と警察です。工業団地なんかは

殆ど仕事中だったので、皆さっきも言った

ように認識がなくなったところに水が入っ

て、一番早かったのは工業団地の大河原と

いう、先ほど話をしました旧河川です。殆

どがボートで救出され、それで最後の方が

１人、２人いたんですが、１人は救出され

た後に亡くなり、もう一人は見つけられな

くなって、それで工業団地で２人亡くなっ

ているんです。２人の方も最初は２、３人

でいたみたいですが、いつの間にかボート

で避難させた時に後ろを見たらいなかった

という状況でした。水門町の避難は全員で、

さっきも出ましたように災害対策本部が何

もなくて、警察が最初に来たんですよ、危

ないということで。それからのスタートな

ものですから、殆どもう 100％水に浸かっ

ていて、さっきも話したように最終的には

約 300 世帯のうち、１世帯だけが浸水しな

かったので、殆どが工業団地と同じように

低いために、ボートの対応しかなくて、消

防のボートを含めて 100％の避難者の救助

ができた。あと排水のため谷田川の堤防を

きるための県の了解が１日かかったんです。

その後それまでかなり水が溜まっていたの

で、それの排水も、これは消防の方で専門
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にやって、２日位かかっています。ですか

ら消防以外とか、一般の方とか町会の方々

というような状態ではありませんでした。

工業団地を含めて。 

座長 他の方でいかがですか。洪水の後に

復旧にかかる過程の排水活動での課題など

があればお話し下さい。 

渡辺 南町も４ｍよりも多い内水面だった

ので、ポンプ車２台による排水をしたわけ

です。規模が小さいのでなかなか排水は容

易ではなく、約２日位かかったと思います。

それでもまだまだ水が引けない。一般住民

の方は、いつまでも水に家を浸けておくと、

財産が全部駄目になっちゃうということで、

大変いきり立っていましたけれども。その

後に国で排水車を充実していただきました

けれども、当時はポンプ車で、小さい動力

でもって排水せざるを得なかったというこ

とです。そういうわけでこの南町も家財道

具全部を、排水終わってから道路に出して

色々掃除が始まったんですが、その臭いや

ら何やら大変なことから、市役所さんの方

に臨時派出所を作ってもらって、被害者皆

様の手助けを市の方にもお願いをしたとい

う経過がございます。 

座長 ありがとうございます。ここまで当

時の状況について、皆さんのご経験をお話

しして頂きましたが、中沢さんからも当時

の状況で補足することはありませんか。 

中沢 冒頭申し上げた通り、とんでもない

事態になったなというのが正直なところで、

この洪水の前は、実は阿武隈川は渇水で、

渇水対策会議をやらなくちゃいけないかな

と言っていたところで降り始めた雨なんで

す。最初は台風から変わった温帯低気圧と

いうことで、台風よりは楽なのかなと思っ

ていたんですが、ちょうどその前線が栃木

と福島の県境あたりで停滞したために、こ

のような大雨になったわけなんです。当時

私の担当は洪水予警報と水防警報の発表で、

それが一番の役目だったんですが、４日の

午後 10 時には須賀川で当時の指定水位を

超えて、次の日の２時には警戒水位、今で

いう氾濫注意水位を超えました。下流の各

観測所でも、３時間の間で矢継ぎ早に基準

水位を超えたということで、実際のところ

はてんてこまいの状況でした。 

こういった中で、当時と今を比べてみる

と、情報発信という面では、一つは国交省

の観測体制、水位の状況を掴んで皆さんに

お知らせするという意味では、今は観測機

器の向上と二重化されています。今日お見

えになっている方がいるかと思いますが、

当時須賀川では無堤だったために、水位を

計る量水標が足りないんです。地面の上に

立っているだけですから。このために観測

員の方は、土手の所に仮の量水標を立てて

それで水位を測定して通報してくれるとい

う、そんな時代でした。 

またちょっと観点は変わりますが、今日

もお持ちしていますが、(阿武隈川洪水写真

集)この時は茨城県の小貝川も破堤してい

るんです。当時のマスコミは、そちらの報

道ばかりで、もう卒業したので話してもい

いと思いますが、当時国交省の本省では、

なかなか東北の状況を全部把握しておらず、

当時の事務所の人が、役場やら事業所、た
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ぶん今日お見えになっている方々の所にお

邪魔して、写真のネガを借りて、それをそ

の場で焼いて、それをすぐ印刷製本して本

省に届けたら、阿武隈川はこんなに酷い事

になっているのかというようなことで、や

っと本省も気がついてくれたと言う事も聞

きました。また表現はおかしいのですが、

今日もマスコミさんが来ているので褒めた

いと思うんですが、最近ではテレビ局の

方々が逐次現地の状況とか報告してくれて、

全国津々浦々にそういった被害の状況とか

分かるようになっており、良い事と思って

おります。 

また、これも後から話したいと思うんで

すが、自分の所は災害が来ないんじゃない

かと、災害の悲惨さというのはなかなか身

をもって体験しないと感じてもらえないと

いう意味では、水防団の方々、また行政の

防災担当をしている方は非常にじれったい

点があるのかなと常々感じておりまして、

こういった座談会を通じて、またいろんな

面でその悲惨さ、重大さ、また重要さ、そ

ういったことをアピールできる良い機会で、

今日はお招き頂きありがとうございます。 

村上 郡山市では、先程、降矢さんからお

話がありました中央工業団地ですが、この

団地には、97 社あります。このうち 59 社

を郡山市が誘致をしたものです。また、隣

には郡山の台所である卸市場を含む食品工

業団地もあります。 

５日は天気が良かったんです。天気が良

くなったから従業員の皆さんが出勤し操業

を始めたのです。しかし阿武隈川の水位が

どんどん上がってきていましたが、皆、堤

防が切れたりする状況になっているとは思

ってはいなく、通常の作業をしていたので

す。結果、工場だけで当時、387 億の被害

を受けたということになりました。 

降矢 そうですね。そういう状況で仕事や

っているところに水が来たという感じなの

で、現実はね。それでちょうど低い所なん

です。そこに谷田川と阿武隈川の旧河川と

が決壊したのでどちらにも水が来て、この

大河原というのは一番近い所なんです。 

中沢 写真集で思い出したんですけども、

当時の本宮町役場では、床上浸水で机の上

で業務をやっているんです。加えて、いろ

んな情報が錯綜している中で、本当に水防

団の方に情報が伝わったのかなという心配

があったんですが、後から水防団活動の記

録を見てみますと、本当に足元の悪い中、

真夜中のそういった中で、沿川では１万人

を超えるような水防団の方が活躍している

んです。また先ほど南町の方は独自に自衛

隊を動かしたなんていうのは、県を通じて

でないとないのかなと思っていたけれども、

やはりその場の判断というのは素晴らしい

ものがあったのかなと感じました。 

座長 ありがとうございました。次に、当

時の状況を踏まえて、今後の対策のあり方

に話を移していきたいと思います。 

 それでは話を移す前に、事務局から資料

の説明を少しさせていただきたいと思いま

す。 

事務局 それではまたスクリーンの方をご

覧頂きたいと思います。お手元にお配りし

ております資料２も同じものになっており

ますので、見づらい場合はそちらをご覧に

なって頂きたいと思います。 

 最近の雨の降り方は、マスコミ等でも局

地的集中豪雨、ゲリラ豪雨という言葉を頻

繁に聞く機会が多くなっておりますけれど

も、左下につけていますグラフを見て頂き、

約 30 年前と比べまして、１時間当たり 50
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ミリを超える激しい雨の降り方が、直近 10

年と比べると 1.4 倍に増えてきております。

その右側には、昨年の線状降水帯、雨の雲

が南北に伸びて連なっており、長時間激し

い雨を降らせるということも、最近の特徴

として増えてきております（図３）。 

 
図 3 最近の雨の降り方の特徴 

 
今年の台風の状況ですが、台風そのもの

の発生はかなり遅かったんですが、８月に

は福島県、東北地方にも７号から９号、10

号、11号と、立て続けに襲来してきており

ます。特に、阿武隈川ではあまり大きな被

害は発生しておりませんが、福島市にある

支川荒川では避難判断水位を超える洪水と

なっております。 

 続きまして、これは資料につけておりま

せんが、画面を見て頂きまして、今年の８

月の台風 10 号、これは全国のテレビ報道等

でもかなり紹介されておりましたが、東北

地方の太平洋側から台風が上陸するという、

初の事象が起こり、岩手県沿岸で甚大な被

害が発生し、特にこの５地区で大きな被害

が発生しております。特に岩泉町の小本川

のグループホームの被災をはじめ、写真等

で見て頂ける通り、甚大な被害が発生した

というのが今年の台風 10 号の状況でした。 

 続きましてまた資料に戻って頂きますと、

最近の雨の降り方としまして、昨年９月の

関東・東北豪雨では、線状降水帯により長

時間連続した降雨が発生しております。そ

の際に鬼怒川の破堤、宮城県内の県で管理

をしております渋井川で３箇所破堤という

ような洪水もありました。当時宮城県内の

河川で、被災を受けた所を地元の水防団或

いは建設業者と連携を取りながら、国交省

でも水防活動や対策を一緒に対応しており

ます。また県、市町村へ国交省からリエゾ

ンを派遣して、情報連絡体制を強化・連携

して対応を図ったというところを紹介させ

て頂いております。 

 続きまして、昨年の関東・東北豪雨を踏

まえ、新たに水防災意識社会の再構築とし

て、全国的な取り組みをしております。国

が管理する全国 109 水系で、今後５年間で

新たに水防災意識社会を再構築するという

ことで、大きくソフト対策とハード対策の

２本を柱にしています。阿武隈川上流につ

きましても、減災対策協議会として阿武隈

川上流の減災に係る取組方針を策定をする

ために、沿川の各市町村の首長さんに集ま

って頂きまして、協議会を開催しておりま

す。今年４月に立ち上げまして、９月 26日

に２回目の協議会を開催し、その中で今後

５年間にどういった取り組みをしていくか

というところを話し合って決めております。 

 続きまして資料につけておりませんが、

ハード対策の手法として、全国的にいざと

いう時に被害を最小限に留めるために、越

水してもなかなか破堤しづらい堤防にしよ

うということで、堤防の天端の保護や、堤

防法尻を越水しても洗掘されないように補

強をしていく対策をしていきます。阿武隈

川でもこの堤防の裏法尻の補強などは、今

後進めていく予定になっております。今話

をしたのは昨年９月の関東豪雨を踏まえて

の状況ですが、昭和 61 年８月５日洪水を受
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けて２箇所破堤した支川広瀬川の改修を激

甚災害対策特別緊急事業により着手し、激

特事業・一般改修・激特関連事業により改

修を行い、広瀬川については平成７年で改

修が概成しております。それ以降の平成 10

年、これも阿武隈川では大出水に襲われて

しまいましたが、その際には「平成の大改

修」として、阿武隈川の国管理区間、宮城

県境から須賀川市まで、全川に渡って無堤

部の解消等を行っております。資料には浜

尾遊水地の整備、本宮の特殊堤の整備をし

ている所の写真をつけております。 

 そういった整備を随時進めてきてはいま

すが、未だに堤防の完成堤の整備率としま

しては、２年前の数値ですが、約 63％。平

成10年時点と比べますと35％から63％と、

1.8 倍ほどには増えていますが、まだまだ

100％には至ってないという状況でありま

す。昭和 61年以降順次整備してきた所を代

表の４地区ほど資料をつけております。 

 続きまして最近のソフト対策の取り組み

としまして、洪水ハザードマップ、国ある

いは県で浸水想定区域図、もしどこかで破

堤した場合にどこまで浸水域が広がるかと

いうような図面を作成しております。これ

をもって各市町村さんで、浸水エリアから

どこに逃げたらいいのか、避難場所・避難

ルート等を記載したハザードマップを作成

して、これは阿武隈川いの国管理区間沿い

は全市町村で作成をしております。ただし

この当時、平成 14 年に作った時は、150 年

に１度降る雨、２日間で 256.5 ミリの雨で

氾濫させた場合の浸水想定区域図を作って

おりました。しかし、最近の雨の特徴を踏

まえて、約 1000 分の 1 の雨で、２日間で

323 ミリの雨を降らせた場合にどうなるか

という想定しうる最大規模の洪水で破堤を

させた場合の、浸水想定区域図というもの

を作成しています。これも今年の６月 30 日

に新たに作成・公表しておりますので、そ

れをもって今後、各市町村においてハザー

ドマップの改訂を順次進めていただくとい

うような取り組みをしております。 

 続きまして、先ほどから情報伝達という

話が出ておりますが、最近は携帯電話、ス

マートフォンでもすぐ河川水位の情報等が

入手できますし、家庭のテレビ、地上デジ

タル放送でも防災情報を見て頂きますと水

位・雨量の情報あるいは今の水防警報発令

の状況等もご覧になることができます。あ

とは車で走っていますと河川沿い、橋梁沿

いに情報表示板で、河川の水位状況などを

表示しているというようなことや、事務所

のホームページでライブカメラも含めて現

在の状況をご覧になることができます。 

座長 ありがとうございました。今事務局

からご説明させていただきました最近の異

常気象のような状況、それからハード対策

としてどういう形で進めてきたのかという

のを一通りご説明させていただきました。

先ほど佐藤さんから、水害があったけれど

もその後の激特事業で今の旧梁川町がある

というようなことも言っていただきました

が、平成の大改修も含めて、我々としては

ハード整備をしっかりと、洪水を安全に流

すということをまずやっていくというのが
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前提としてあると思っています。その上で

冒頭ご説明させていただいたように、河川

の容量を超える洪水が起こらないとは限ら

ないですし、最近雨の降り方が変わってき

ているというのもある中で、水防災意識社

会の再構築ということで、水害の意識を社

会全体で高めていくという取り組みを、国

交省としても進めているところでございま

す。 

そういった中で、前半でお話し頂いた 30

年前の阿武隈川の戦後最大の洪水のご経験

のお話を頂きましたが、その辺を踏まえて

いただいた上で、情報伝達の面の課題とか、

自主防災組織など、地域のあり方とかのソ

フト対策の面でもいいですし、またハード

対策の話でも、今後どうしていったらいい

かというお話をまた村上さんから順番にお

話しいただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

村上 30 年前にこのような被害があり、郡

山市としても住民の皆様と一緒にいろいろ

取り組んできました。その間に平成 10年や

平成 14 年にも水害があったわけですが、情

報ということから言いますと、やはり洪水

を知らせることであると思います。このた

め、皆様に分かっていただくために洪水ハ

ザードマップや、水が自分のところにどの

ように動いてくるかがわかる３次元ハザー

ドマップをつくるなど早めの避難に役立つ

ソフト対策もしております。 

半鐘というお話がありましたが、やはり、

雨が降っていると当然わかりづらいため、

今後は、ＩＴを利用して、スマートフォン

などを活用した情報伝達の部分をもっとＰ

Ｒしていくことも大変重要だと思います。 

こういう雨が降らない時に住民の皆様が、

大雨の時自分たちがどういう行動をすれば

いいのか考えておくことがすごく重要な部

分です。やはり、焦ってしまったり、災害

に弱い方々もたくさんいらっしゃいますか

ら、そのような方々を安全に避難させるた

めの取組みとして、あらゆる手段を使って、

情報を発信しているところでございます。 

ただし、それだけで住民の皆様の安全が

確保できませんので、ハード対策も行って

おります。郡山に降った雨は、阿武隈川に

流れるのですが、流すことのできる量は決

まっているので、貯留をかけていく必要

があると考えております。

平成になってからですが、郡山市では、

トイレを水洗化する時に浄化槽を取らない

で雨水を溜めることに利用する場合には、

補助金を出す制度などを郡山市ゲリラ豪雨

対策９年プランという形で行っております。

また、田んぼダムというのもこれからは必

要だというふうに考えてございます。それ

だけではなく、行政としても市内５箇所の

貯留施設を整備しようとしております。 

このような形で、河川改修や雨水幹線の

整備などのハード対策をしておりますが、

やはり重要なのは、先程言いましたとおり、

被害を最小限に防ぐためのＩＣＴを利用し

た情報伝達と、日頃の勉強、そういうもの

が大切であると考えているところでござい

ます。 

降矢 町会としての対応を説明させていた

だきたいと思います。まず 8.5 水害を受け

て、水門町独自の緊急避難を含んだ要綱を

策定しました。町会長をキャップに、副会

長を現場のブロック責任者にして、その下

に組長をつけて、そういう組織を作って、

この前の平成 23 年の台風の時は、集会場に

インターネットを備えつけて、それで安原

の水位管理をして対応した事実があります。
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本当に須賀川の浜尾遊水地には、郡山の特

に水門町の人は大変お世話になって助かっ

ております。また整備拡張も検討している

とお話がありましたので、安原地区では平

成 23 年の水位は一番上がっていたはずな

んですが、遊水地のおかげで堤防で十分対

応できましたので、それが 8.5 水害のまま

でしたら多分また堤防が決壊していたと思

います。平成の大改修のおかげで阿武隈川

を整備していただいたので、平成 23年の水

害は除かれたと思われます。 

 あともう一つは、県立のテクノアカデミ

ーという元の郡山訓練校、ここと協定を結

んで、特に高齢者、70 歳以上が約 290 人町

内におります。一人暮らしの 70 歳以上も

17世帯。これらの災害があった場合の援助、

車を含めて避難場所に搬送してくれるよう

な協定を結んでおります。ただ、青雲寮に

住んでいる方々がだんだん少なくなってお

りますので、今は町内の若手クラスに組織

を作るようにお願いをしております。当時

は平成 23 年を含めて本当にテクノアカデ

ミーの宿泊している青雲寮の自治会長さん

にご協力を頂いて、避難対策をした経過が

ございます。 

 また国土交通省にお礼ですが、阿武隈川

に３段階の水位表示をつけていただいたの

も本当に助かっております。すぐ看板もつ

きましたので、雨なんか降ればいつも通る

町民を含めてその水位が確認できるもので

すから、それを見て逆にこういう状態なの

でどうでしょうか、という連絡が来るよう

になってきました。 

 福島河川国道事務所のご協力で阿武隈川

流域防災セミナー、水門町地区の危険な地

域、側溝が止まっているとか、そういう箇

所を現地調査して、危険箇所のマップを作

って頂きました。それも今、災害時には活

用しております。その時に日本大学の高橋

教授から講演も頂いております。総合防災

機構の役員。そういう経過で今のところ進

めております。特に町内に組織を作ったの

は大変助かっております。自治防災もある

のですが、まず地元を固めないとできない

ということで、今作って必ずある程度の時

間になれば集会場に集合して、インターネ

ットの情報を見ながら指示を出すようにし

ております。 

渡辺 大災害後、国土交通省に南町に大型

な排水機場の設備を作ってもらいましたの

で、120m3/min という大変大きな水を排水

するものですから、それ以来南町もその機

械に頼りきりで、あの機械が動く限りは内

水面の被害はないのではないかなというふ

うに思っております。やはり人的被害が一

番なので、人が上手に避難をしてもらうた

めに、福島市も避難所を各所に設けており

ますが、たまたま南町という所は、地理上、

市で設けた避難所２箇所とも地元の人は理

解をしていません。私は勝手に水害がある

地域に避難してもらうような変な形になっ

ていると思っていますが、やはり避難所を

上手に作ってもらうというか、利用するた

めには、役所も一考していただきたいなと

いう思いがあります。正式には青少年会館

という黒岩にある所を指定されているわけ

です。ところが南町からそこまで行くのに

は距離もありますし、中小河川を２本も渡

るようなこともありますし、私も過去の経

験で避難した人は自分の地域が見える所に

避難するのが一番安心しているんです。川

向かいに清明小学校という所がありまして、

そこに避難をお願いするんですが、清明小

学校も床に被害が出るんですが学校は２
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階・３階がありますから上は大丈夫なので

す。しかし、市としては水が来る所になん

で避難させるんだという声もあって、その

辺がなかなかジレンマな地域です。 

国分 今、渡辺さんから話がありましたが、

排水ポンプ、実は本宮にもつけていただき

ました。私は水防団活動をする中で、本当

にあの 8.5 水害は何だったのかなと思うぐ

らい内水排除、この素晴らしいものがあり

ます。すごい安堵感がありました。やはり

市街地等で内水に困る所はそういうものを

つけながら行くのがベストかなと思ってお

ります。伝達方法ですが、本宮市について

は全家庭、全戸に防災行政無線というもの

がついております。電気が通らなければ電

池で動く、受信できるという無線がついて

おります。水防団等については、防災行政

無線、移動型のものがありますので、連絡

がとれる状況です。その防災行政無線があ

るということは、連絡漏れがまずないだろ

うと。それがやはり必要なんじゃないかな

と思っております。 

 もう一つ、震災後いろんなことを言いま

したが、自助・共助・公助ということがあ

りました。自助・共助の中で、私は地域に

小さい自主防災組織、その地域でここが一

番危ないんだよというのを身近に分かる人

達がそういうものを作って、しっかり組織

を作れば、万が一の場合でも安心できるよ

うな感じを持っています。それが今後の防

災の中では一番必要なことかなと思います。 

 本宮市消防団の話ですが、実は県内で唯

一定数割れのない消防団であります。どう

してそうなんだという言い方をされますが、

いろんな地域とのつながり、団員同士のつ

ながり、縦横のつながりがありますので、

充足率がいいのかなと思っています。ご存

じのように本宮市は旧白沢村、本宮町が合

併したわけですが、旧白沢村については、

各戸の長男については短いスパン、５年ぐ

らいで必ず消防団をやるんだと、地域で決

めておるそうです。ということは、本宮町

については一度消防団に入ってしまえば、

何年やったら終われるのかなというのがみ

んな考えるところらしくて、それとはまた

別に５年、この短いスパンは一生懸命やる

んだよと、長男はやるんだよということで、

そこの地区はやはり定数いっぱいです。本

宮も何とかそういう前後、横の関係で団員

がいっぱいということになっています。私

は団長を３月で辞めさせていただきました

が、それまで新入団員等に辞令を渡す時に、

必ず言っていたことがあります。あなたた

ちは 20 何歳までこの地域の、周りの皆さん

に育てて頂いたんだから、見守ってもらっ

たんだから、成人として今度は消防団に入

って必ず周りの地域の人にボランティア、

恩返しをしなくちゃだめだよというお話を

必ずさせて頂きます。やはりそういう気持

ちがなければまとまっていかないのかなと

私は思うので、常々そういう話をさせて頂

きました。 

金子 私は専門的な知識がないので話すこ

とがありませんが、この度ここに参加させ

てもらって、国土交通省の皆様の研究、努

力、身をもって感心しました。これからも
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国民の皆様を守るべく、よろしくお願いい

たします。 

佐藤 それでは情報伝達につきましては先

ほど防災無線が設置されておりますから、

やはり訓練ですね。実はこのお話があった

時に市の建設部に行って、いろいろ後輩の

皆さんとお話をしたら、90％の人が経験な

いんです。職員が 30年過ぎた故に、8.5 水

害を経験した人は 10％位きり残っていない。

彼らが言うには、見よう見まねでやってい

ますと言うけれども、絶対の自信がありま

すという声が出ていませんでした。通常の

訓練を重ねるべきだろうと思いました。お

陰様で梁川町は激特事業、関連事業で見違

えるように復旧概成しました。本堤につい

ては、外水の脅威は全くありません。五十

沢もお陰様で万全になりました。そして内

水関係は、実は昨日市の担当の係の方から

聞いたら、平成 31 年には農林省の冠水防除

事業で完成になりますと聞きましたので、

梁川町の内水は一応そこで 100％お願いす

る部分は完成するだろうということですか

ら、安心して水害の時に堤防に行って眺め

るだけということなのが、一番心配なんで

す。防災組織は災害の時は４地区ぐらいし

かなかったんですが、あれから防災を見直

して、そして自主防災会が今 33 ありますか

ら、十分各機関に１町内ごとに、全部に防

災組織があります。 

先ほどお話でも言ったように、いつ頃に

水をかくかというのは、自主防災会に任せ

てはどうでしょうか。これからの防災伝達

ですが、国と市、町との連絡はテレビカメ

ラでいつでも自由に見られるわけですから。

実務担当者はだいたいの手当てはできるの

ではないかなと私は思っております。テレ

ビで見れば分かるわけですから、内水のう

ちの梁川の場合は、１箇所だけ国の排水ポ

ンプ 10m3/s あります。あれは福島河川国道

事務所からの命令がなければ動かないんで

す、委託業者ですから。今後は対策本部を

設置した場合に、市対策本部長からも、ポ

ンプ運転命令が出せるよう協議を整えてお

くことが大事であると思います。旧梁川町

の広瀬川合流点の本堤防概成高は海抜

46.581m ですので、8.5 水害外水位 1.5m の

余裕があります。今後の旧梁川町の防災訓

練は排水ポンプの適切な運転技術を高める

ことにあると思います。 

今日までの旧梁川町の本提は、平成の大

改修で概成し素晴らしく立派になりまして、

あれは皆さんもご存じない方もあるでしょ

うけども、ちゃんとドレンになっています

から、全部中にちゃんと洗掘されない護岸

が入っています。それをコンクリートでは

風情がないので、環境を大事にしてもう一

回土羽を打って芝で作られている。中には

立派な、絶対洗掘されない、崩れない工事

をしてありますので、8.5 水害を上まわる

洪水があっても、決壊することはないもの

と信じております。今後の伊達市旧梁川町

の排水ポンプ操作指導をよろしくお願い申

し上げます。 

中沢 佐藤さんから阿武隈川は安全ですと

言われましたが、私からはなかなか話しし

づらいのですが、まずハードの面から言い

−  23  −



ますと、先ほど所長の話もあったように、

平成の大改修やら激特事業をやっています

が、まだまだ十分な状況でないと思ってい

ます。そういう意味では、今後まだまだ流

域の安全・安心のために、治水事業の促進

をお願いしたいと思っているところです。 

 近年では異常気象による局地的な大雨、

先ほども紹介ありましたが、つい最近でも

８月末岩手で起きた、20人を超える死者を

出すような災害が起きているという現状に

あって、阿武隈川においてもいつ何時この

ような事態があるかということは忘れてい

けないと思っています。よく災害について

は、災害は忘れた「頃」にやって来ると言

われていますが、私は災害は忘れた「とこ

ろ」にやって来ると。つまり特に今は、先

ほど言ったようにいつ何時ああいう雨に襲

われるかどうか分からない、常に危機意識

を持っておくことが必要と思っています。

つまりは、ハードの公助だけに頼るのでは

なくて、これは洪水に限らず崖崩れや地滑

りやら土石流にも同じことが言えると思う

のですが、やはり日頃地域の方が常々こう

いう危機感を持っておくことが重要だと思

ってますし、またこういう事態が起きそう

な時には、ちゃんと自分の体は自分で守る

というようなことが重要かと思っていまし

て、これも先ほどスライドで紹介がありま

したが、インターネットやらテレビでも情

報は取れます。またハザードマップとかで、

先ほど南町の方では避難所についてはまだ

課題が残っているというような話があった

んですが、いざという時にどういう行動を

とらなくちゃいけないのかということは、

普段からやはり行政あるいは先ほどから出

てます自主防災会の活動の中で、そういっ

たことを常に言っておく必要があり、そう

いうことが大事なのかなと思っています。 

 また自助・公助と言えば共助、ちょっと

括りが大きくなりますが、例えば水防団の

方々ですが、前にも述べましたように、本

当に危ない中、被害軽減のために危険を顧

みず、これまでも十分な成果を上げていた

だきました。水防団イコール消防団では、

毎年団員の確保という中で非常に苦労され

ているという話もよく聞きます。普段では

やはり地域のオピニオンリーダーといいま

すか、何かといえば消防団の方々、また自

主防災会の中枢を担っている方というのは

まさに消防団の方々だと思っています。こ

れからも人員不足が続くと思うんですが、

今後もますます活躍していただければと

常々思っているところでおり、私がお願い

するのはお門違いですけど、よろしくお願

いしたいと思います。 

座長 ありがとうございました。先ほど渡

辺さんから避難場所のお話とか、消防団の

話だと、地域のつながりの中で消防団を位

置づけられていてということで組織率が高

いというようなお話は非常にヒントになる

のかなと思いました。本宮の方では全戸防

災無線が入っていたり、郡山でもＩＣＴを

活用したり、事務所でもテレビで水位が見

られるようにしているなど、いろいろ情報

伝達の手法は充実してきているところです

が、それに基づいて皆さんがちゃんと逃げ

ていただけるのかというところが、最後は

残ってくると思っています。最後に逃げて

頂くための取り組みについて、ご発言をい

ただけるとありがたいと思っております。 

村上 実は、ハザードマップの説明会をい

ろいろな地域でやってきたのですが、最初

の説明の時に住民の方から、「お前の説明は、

今まで聞いてきた中で最低最悪の説明だ」
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と言われたことがありました。それはどう

してかというと、行政は、私たちを助ける

ために税金を使っているのに、逃げろとは

どういうことなんだと。「生命、財産だって

同じなんだから、それを逃げろってどうい

うことなんだ」「逃げないようにするのが行

政だろう」って言われ、ものすごい険悪ム

ードになった時に、当時、白河から郡山へ

雨で避難している人が、「先ほど言ったあの

担当者が正しいんだ」と言ったんです。「一

旦水が来たら絶対逃げられない。そんなに

逃げるということは簡単にできるもんじゃ

ないんだぞ。」という話がその方から出て、

今までカーッと来ていた人がシュンとなっ

て、話を真剣に聞くようになったことがあ

りました。ですから、行政は、いろいろと

情報提供とかやりますけども、やはり住民

の皆さんの中で、こういう経験談をすると

いうことが一番重要なのかなと思います。

今回のこのような座談会も、経験した人の

声で発信をするというのは、すごく効果が

あると感じます。参考にならないかもしれ

ませんが、そのようなことを感じたところ

でございます。 

渡辺 逃げていただくというのは、大変難

しいんですよ。私が経験した南町の水害で、

本当に水が上がる前に逃げた人はおそらく

２割位いらっしゃったのかなと思っていま

すが、あとの方は殆ど家にいました。それ

で公的に助けを求めると、そういう行動に

出るのが我々普通の人間なのかなというふ

うに思っていますが、上手に逃げてもらう

のにはいかがしたらいいんでしょう。 

座長 国分さん、もしよろしければ。 

国分 私は先ほども言いましたが、やはり

自主防災組織、各地に根づいた自主防災組

織が一番大切じゃないんじゃなかろうかと

いうふうに考えます。 

降矢 郡山については全市、旧市町村を含

めた合併全域で、学校単位に自主防災訓練、

各地区に町内単位に自主防災訓練を毎年続

けております。そこから何名くらいずつを

動員して１日がかりで、雨の日もやるんで

すよ。今年は雨だったんですが、それを毎

年実地訓練しております。うちの方でいえ

ば芳賀地区の会場の時は、地区の各町会の

自治防災の委員が全員出動です。それで訓

練は消防、自衛隊、あと業者が参加します。

業者というのは関連する納品業者です。例

えば消火器の会社とか、あるいは災害の時

の炊き出しやりますよね。そういう所の担

当とか、あとは病院を含めて、年１回ずつ

持ち回りでやっております。 

座長 ありがとうございます。 

佐藤 自主防災会が今、伊達市の場合は、

旧梁川町には十分あるということを申し上

げましたけども、やはり防災には公助・共

助・自助があると言いますが、住民の方の

心だと思うんですよ。例を申し上げますと、

先ほど船場の堤防が決壊した地区の自主防

災会は、常備の排水ポンプ（0.35 m3/s）を

自ら運転します。そして防災参加者、消防

団に炊出ししております。地区の皆様方が

防災に心を一つにした共助の姿があります。 

消防団の防災活動中の後方支援で大事な

のは、婦人会の炊き出しであります。食事

はやはりおにぎりじゃないと駄目なんです

よ。力が出ないんです。それは前の洪水災

害でお湯入れて絞り出す非常食を出したこ

とがあるんですが、こんなものでは稼げな

い、力が入らないとお叱りを受け、次の平

成 10年の時に、今度はあったかいおにぎり

に、たくあんを添えて、しょっぱい味噌漬

けを添えて炊き出しましたら、今度は上等
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だ。力出る、倍出るぞ。と褒められました。

皆さん土のう積みの辛さっていうのはすご

いんですよ。休めないですから、始まった

ら。ヘトヘトになるまでやるんです。その

時に一番大事なのが食べ物、婦人会の炊き

出しおにぎりであるというエピソード一つ

だけ申し上げます。 

今伊達市では防災対策本部が設置される

と、各自治会の自主防災会がある地域に見

廻り、点検報告をしっかりと行っておりま

す。公助と共助の心が繋がるのも良いこと

だと思っております。 

 結びに、「災害は忘れたころにやってく

る。」でありますから、日頃の訓練と心がけ

が大事であると思います。 

座長 大変ありがとうございました。今日

は 30年前の、戦後最大の洪水の体験談をお

話し頂いて、そこから今後どうしていくか

というお話まで頂きました。我々河川管理

者としては当然ハード整備を進めていくこ

とに加えて、沿川の自治体の方々と情報連

絡を密にしていく必要もあります。それか

ら消防団の方との連携とか、地域の方々へ

の情報伝達も、いろんな手段を使って情報

を出していくということを、一生懸命やっ

ていかなければならないです。その前提で

さらにそこから地域の方々へどう覚えてい

ただくかというところが、やはり頑張って

いかなきゃいけないところです。今日のお

話の中でも自助・共助・公助というお話も

ありました。そういったところを踏まえて、

地域の方々の意識を変えていくことが必要

です。水害が起こると個人個人の家もそう

ですが、工業団地などの経済的な被害も当

然大きいわけですから、社会全体として水

害に対する水防災意識を持つ必要がありま

す。皆さんから 8.5 水害を踏まえてとか、

平成の大改修で整備が進んできたというお

話を頂いたんですが、またそれが水害が身

近なものでなくなってしまう、水害リスク

が高まっていくことになってしまいます。

やはり整備は整備としてやっていくのと合

わせて、それでも想定外のことが起こると

いう前提で地域の、社会の意識を変えてい

くところを頑張っていかなければならない

と再認識させていただきました。またこう

いった経験が、最後に佐藤さんから頂いた、

心を入れた対応をしていくためには、洪水

の経験した方の話を直接聞くことが非常に

心を入れるきっかけになると思いますので、

ぜひ今日頂いたようなお話をまた地域の中

でも皆さんに広めて頂いて、水防意識を高

める一助になればと考えておりますので、

引き続きよろしくお願いしたいと思います。

どうもありがとうございました。 

司会 皆様方、大変お疲れ様でございまし

た。ただいまをもちまして、昭和 61年８月

５日洪水からの 30 年目の座談会を終了さ

せていただきます。本日、聴講に来られた

方も含めて、皆様方からの拍手をもって、

お礼に代えさせて頂ければと思います。誠

にありがとうございました。 

 それではこれにて座談会を終了いたしま

す。 
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● 参考資料 ●

・巡回パネル展使用パネル　　

・パンフレットの見本　　　　

・巡回パネル展アンケート集計

・新聞報道　　　　　　　　　
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戦後最大の洪水を振り返る
阿武隈川

郡山市、阿武隈川と谷田川の合流地点

S６１．８洪水から３０年

昭和 61年８月　阿武隈川での豪雨災害

福島で２４時間雨量が264㎜に達する戦後最大の豪雨
8 月４日、台風１０号から変わった温帯低気圧による豪雨は「福
島」地点で２４時間雨量が２６４㎜にも達し、記録的大雨とな
りました。このため阿武隈川上流部の水位は４日夕方から急激
に上昇しはじめ、戦後最大の洪水となりました。

主要地点の洪水ピークがほぼ同時刻に発生するのが阿武隈川の特徴です

阿武隈川の流れは台風の進路と一致
しやすい傾向があり、たびたび大きな
洪水が起きました

床上床下あわせて約 万 戸の浸水
逢瀬川、谷田川、広瀬川で堤防決壊
福島県内の被害は、約 万 戸の浸水、 戸の全半壊、死傷者 名となり、県内各地に深い爪痕を残しました。

ボートで救助される住民

福島市

広瀬川の堤防が決壊

伊達市

水面に浮かぶ建物

本宮市

水没した食品工業団地

郡山市

戦後最大の洪水による被害の爪痕

流量（㎥ /s）

■岩沼

■丸森

■伏黒（伊達市）

■福島

■本宮

■阿久津（郡山市）

■須賀川

山形県

宮城県

福島県

猪苗代湖

太
平
洋

阿武隈川岩沼市

台風

丸森町

伊達市

福島市

本宮市

郡山市

須賀川市

凡例

■　基準地点
●　主要な地点
　　県境
　　流域界
　　大臣管理区間

整備計画完成現況

平成２７年　９月１０日
午後２時

平成２７年　９月１０日
午前７時

被害を受けて広瀬川の激特事業を開始（平成７年完成）
整備計画を策定し、概ね30年後に浸水家屋ゼロを目指す

●昭和 61年洪水で被害を受けた広瀬川では再度災害防止を目的とした激特事業を実施しました。

激特事業や平成の大改修などによる再度災害防止対策 P4 コラム１

● その後も、平成１０年洪水において、約 3,659 戸の浸水、
死傷者２０名の被害が発生したことを受け、「平成の大改
修」と呼ばれる無堤部の築堤や浜尾遊水地の整備等を
重点的に実施しました。

● 現在も、平成１９年に策定された河川整備計画に基づき、
概ね３０年後に S61.8 洪水と同規模の洪水に対して床上
浸水被害の防止を目標に、築堤や遊水地等の予防的治水
対策を進めています。

阿武隈川河川整備計画に基づく予防治水対策
事業実施による効果

約 18,200 世帯 約 17,400 世帯

策定時
約 0 世帯

約 世帯
被害軽減

河川整備計画前後の浸水世帯数

線状降水帯で高まる水害リスク
● 平成２７年９月関東・東北豪雨では、大きな被害は発生しな

かったものの、仮に線状降水帯の雨雲が阿武隈川流域に位
置した場合には被害が発生した可能性も考えられます。

● 近年の雨の局地化・集中化・激甚化を踏まえ、今後もハード・
ソフト一体となった対策を進めるため「水防災意識社会再構
築ビジョン」に基づき流域一帯で取組む予定です。 P4 コラム 2

増大する外力

1 時間に50 ㎜を超える激しい雨の件数が３０年前の約 1.4 倍にもなり、今後さらに十分
な備えが必要になっています

約 倍

水害の防止・軽減に向けた阿武隈川の治水対策

近年の阿武隈川の出水

浸水世帯数（世帯）

約 世帯
被害軽減

（回／年）

※１時間降水量の年間発生回数、全国約 1,300 地点のアメダスより集計

1976 ～ 1985
平均 174 回

2004 ～ 2013
平均 241 回

もし雨域がずれていたら……

関東・東北豪雨での線状降水帯

阿武隈川流域

現在実施中の事業
浜尾遊水地（須賀川市）

H10 年洪水を契機に事業着手。現在追加掘削を継
続中

本宮地区築堤（本宮市）

平成１４年洪水の様子。堤防天端まで水位上昇 堤防の嵩上げを実施。平成 26 年堤防完成（一部）

特殊堤

樋管

上ノ橋

阿武隈川

パンフレットの詳しい内容は、ホームページでご覧になれます。

福島河川国道事務所ホームページ

トップページ ▶ 左側にあるバナーをクリック

広瀬川激甚災害対策特別緊急事業※1

● 梁川町（現 伊達市）を流れる広瀬川では 2 箇所
で堤防が決壊、浸水家屋 677 戸に達する激甚な
被害が発生

● このため、再度災害防止を目的とした引堤等の事
業が重点的に実施され、平成７年に完成

●完成後の河川空間は今も地域に親しまれています

※1  河川激甚災害対策特別緊急事業 　 
洪水、高潮等により激甚な被害が発生した河川について、改良
事業を実施し、再度災害の防止を図るもの。

改修された護岸での鯉のつかみどり大会（伊達市）

● 平成 27 年９月関東・東北豪雨では、記録的な大
雨により茨城県常総市では鬼怒川の堤防が決壊

（左岸 21km 地点）

● この災害を踏まえ、阿武隈川でも発生しうる大規
模災害に備え、「水防災意識社会再構築ビジョン」
に基づく協議会を設立

● 協議会では流域の首長を交え、阿武隈川の治水対
策について意見交換を実施。今後は８月を目処に
取組方針を策定予定

※2  水防災意識社会再構築ビジョン 　 
関東・東北豪雨を受け、施設では守りきれない大洪水は必ず発生するとの考えに立ち、ハード・ソフト対策を一体的に推進することで洪水に備え
る社会を目指すために、平成２７年１１月２１日に発表された。（構成員：国、県、市町村、気象台）

市町村長と治水対策について議論（H28.4.28 コラッセ福島）

完成後の様子

第一回協議会の様子

お問合せ
国土交通省　福島河川国道事務所　調査第一課
〒 960-8584　福島県福島市黒岩字榎平36 番地
TEL : 024-539-6127   URL : http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/ 本資料は平成２８年４月１日時点の情報を基に作成。 H28.4 版

コラム

水防災意識社会 再構築ビジョン※2
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巡回パネル展アンケート集計

巡回パネル展の際に、各会場にアンケートを設置し、来場者から

の意見を集めた。各会場ごとの回答数は右のとおりであった。 

アンケートでは、記入者の属性のほか、パネル展に関する内容、

阿武隈川について知りたい情報について尋ね、自由記入欄も設け

た。以下はアンケート集計結果であり、自由記入欄の意見の一部

を抜粋した。 

●アンケート集計結果

○年齢

・60 代以上が 4 割近くを占めた。 

・小さな市町村や文化センターや交流施設での開催の場合、60 代以上の割合が多かった。 

・県庁や郡山市役所、伊達市役所、福島駅など規模の大きい庁舎や駅では回答者の若年層の割合が高い。 

○職業

・「その他」の大半は無職であった。 

・県庁の回答者の多くは「公務員」であったが、市町村の庁舎では用務で来た地元の人の回答が多い。 

○お住まい

・ほとんどの会場で展示市町村内の割合が一番多い。福島駅のみ、県外の回答者割合が多い。 

会場 回答者数

福島県庁 9

郡山市役所 21

伊達市　保原庁舎 12

本宮市　えぽか 21

福島駅 9

伊達市　梁川庁舎 11

二本松市 1

国見町 4

大玉村 4

桑折町 1

玉川村 7

福島市　こむこむ館 4

須賀川市　中央公民館 3

合計 107
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○Q2 に対する意見

・多くの写真や当時の新聞記事によって、当時の被害状況を詳しく知ることが出来ました。ヴィジュアルに訴え

るパネル群でした。 

・水害経験者でも忘れかけていることが多いので、今後の取組を考えたり、相談に協力。 

・知らない昔のことも知ることができた。 

・家族の話で聞いていたが、写真を見てその被害の大きさにおどろいた 

○Q3 に対する意見

・映像があるとより理解が深まると感じた 

・もう少し縮尺の大きい地図でハザードマップを提示しては 

・公民館前にある水位を見える形で表示するとわかりやすい（建物などに到達浸水深などを示す）。 

・多くの市民の意見や相談をし、大だけでなく小水害をもとに考えることが重要では？ 

・図解や比較予想図等、少々難解あったように思えます。 

・もう少し写真やパネルをみたいです 
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○Q4 に対する意見 

・河川の流域で形成された文化の共通性など 

・自分達の住んでいる所の災害リスクを知る機会がこのパネル展で 1 つのきっかけとなりました。これからの有

意義な情報を発信してください。 

・車イスに乗った家族がいるが私の地区には班がないため、どうやって逃げていいのかわからない。まわりは全

部水びたしで出て行く場所までたどり着けるのか不安です。 

・ソフトの取組も大切であるが、ハード整備が進まなければ根本的に水害は減らすことができないのではない

か。 

・当時の被害を思い出した。その後の取組を見ることが出来て良かったと思う。 

・次の世代に語り継ぐために、また開催して欲しい。 

・「逃がす、防ぐ、取り戻す」は、防災担当者のみならず市民、国民周知徹底が必要！ 

・一般の人にもっとアピールする方法が必要かも 

 

●アンケート集計結果より見えること 

○興味深かったパネルについて 

・「阿武隈川の特徴」、「洪水被害の歴史」、「S61 洪水の概要・被害」への関心が全体の 7 割近くを占めた。 

・S61 以降に生まれた世代は「洪水被害の歴史」、幼少期に被災した 40-50 代では「S61 洪水の概要・被害」

への関心が最も高い 

 

○工夫した方がよいパネルについて 

・「最近の取組」に関する事項が一番高い割合を占めた 

・写真や地図、図表の見せ方（撮影方向や地図の縮尺、写真の大きさなど）やわかりやすい解説に対する意見

があがった 

 

○今後、知りたい情報について 

・全体的には「ハザードマップや防災情報」に高い関心が集まり、年齢が高いほどその傾向が顕著にみられた。 

・30 代以下では水辺を楽しむ施設や観光、河川の環境に対する関心が高かった 
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新聞記事

プロジェクトチームの取り組みは巡回パネル展や座談会の報道も含め、マスコミに多数取り上げられ、地域住民へ

幅広く周知できた （ＴＶ放映 ６回、新聞掲載 ４社１１回）。 

 

１：巡回パネル展に関する報道 

●福島民友新聞 平成 28 年 7 月 10 日(日) ７面 

 

 

●福島民報 平成 28 年 7 月 8 日(金) ４面 
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２：昭和 61 年 8 月 5 日洪水の特集報道 

 

●福島民友新聞 平成 28 年 8 月 3 日(水) 23 面 
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●福島民友新聞 平成 28 年 8 月 4 日(木) 14,15 面 
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●福島民報 平成 28 年 8 月 5 日(金) 6,7 面 

 

 

 

 

●福島民報 平成 28 年 8 月 5 日(金) あぶくま抄 
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３：「昭和 61 年 8 月 5 日洪水から 30 年」の座談会に関する報道 

 

●福島民友新聞 平成 28 年 10 月 6 日(木) ２２面 

 

●福島民報 平成 28 年 10 月 9 日(火) １１面 
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●福島建設工業新聞 平成 28 年 10 月 12 日(水) ３面 
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【「昭和61年８月５日洪水から30年の取組」プロジェクトチーム】
　・河川関係各課より横断的にプロジェクトチームを編成。

　・パンフレット、パネルの内容や体裁の作成、座談会の運営など、中心になって行った。

　　建設専門官（調　一）　　中野　　孝
　　　ＰＴリーダー、全体の総括

　　建設専門官（用　一）　　悪原　幸治
　　　座談会運営全般（関係自治体との出席者調整及び出席者本人との交渉等）

　　指　導　官（松川庁舎）　武田　恒弘
　　　巡回パネル展開催場所の調整、展示パネル作成

　　河川管理課　係長　　 　猪熊　　茂
　　　巡回パネル展開催場所の調整

　　工務第一課　技官　　　 見山　智明
　　　展示パネル作成

　　調査第一課　技官　　　 尾﨑　光政
　　　パンフレット作成

「昭和61年８月５日洪水から30年の取組」活動報告書

平成29年１月発行

編集発行：国土交通省福島河川国道事務所
協　　力：（一社）東 北 地 域 づ く り 協 会
制　　作：（株）ナ　カ　ガ　ワ　事　業　部

−  46  −





「水害の教訓を後世に語り継ぐ」
～「昭和61年8月5日洪水から30年の取組」活動報告書～

平成29年1月
国土交通省　東北地方整備局

福島河川国道事務所




